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４月４日（土）
10：00～11：00＝松山城山頂広場、
18：00～19：30＝道後温泉本館前

「坊っちゃん広場」 

４月５日（日）
10：00～11：00　
ホテル奥道後「錦晴の間」
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	 松山市内の市有施設（一部を除く）ほか、坂の

上の雲ミュージアム、ロープウェイ駅舎、道後
温泉観光案内所ほか観光拠点で無料配布

 

松
山
の
学
生
が
つ
く
る 

ま
ち
づ
く
り
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展

松
山
春
ま
つ
り
お
城
ま
つ
り

▼
日
時
：
４
月
３
日（
金
）～
４
月
５
日（
日
）

▼
場
所
：
松
山
城
本
丸
広
場
他

●
３
日
／【
歌
謡
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
賞
】（
松
山
市
民
会

館
）＝
18
時
～
。　

●
４
日
／【
野
球
拳
全
国
大
会
】（
松
山
城
）＝
10
時
～
、

【
伊
予
節
全
国
大
会
】（
松
山
市
民
会
館
）＝
12
時
～
。

●
５
日
／【
大
名
・
武
者
行
列
、四
国
四
大
ま
つ
り
演
舞
】

（
松
山
城
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街
、大
街
道
、千
舟
町
等
）＝

10
時
30
分
～
・
ゲ
ス
ト
熊
田
曜
子
、【
千
舟
ダ
ン
ス
カ
ー

ニ
バ
ル
】（
千
舟
町
）＝
13
時
～
。

▼
料
金
：
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
リ
フ
ト
利
用
料

▼
往
復
大
人
５
０
０
円
子
ど
も
２
５
０
円

　
　

観
光
産
業
振
興
課

　
　

☎
（
０
８
９
）
９
４
８
・
６
５
５
６

松
山
空
港
イ
ベ
ン
ト

■
え
ひ
め 

旬
の
味
覚
フ
ェ
ア

▼
日
時
：
３
月
30
日（
月
）～
４
月
９
日（
木
）

▼
場
所
：
松
山
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

●
今
が
旬
の
果
物
や
特
産
品
を
販
売
。

■
伊
予
の
小
京
都 

大
洲
の
観
光
と
物
産
フ
ェ
ア

▼
日
時
：
４
月
10
日（
金
）～
４
月
12
日（
日
）

▼
場
所
：
松
山
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

●
伊
予
の
小
京
都
大
洲
市
の
特
産
品
を
販
売
。

■
四
国
物
産
フ
ェ
ア

▼
日
時
：
５
月
15
日（
金
）～
５
月
24
日（
日
）

▼
場
所
：
松
山
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

●
四
国
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
。特
産
品
の
販
売
等
、

地
元
の
方
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

松
山
空
港
ビ
ル
㈱

　
　

☎
（
０
８
９
）
９
７
３
・
５
２
２
５

■
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
設
置

▼
日
時
：
毎
月
第
３
日
曜
日　

10
時
～
14
時（
日
時
と

も
に
予
定
）　

▼
場
所
：
松
山
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

●
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
出
る「
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」を
設
置
、無
料
試
飲
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
事
務
局　

　
　

☎
（
０
８
９
）
９
１
２
・
２
２
５
２

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

松
山
市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念 

北
条
鹿
島
ま
つ
り

▼
日
時
：
５
月
３
日（
日
）、４
日（
月
）

▼
場
所
：
松
山
市
北
条
鹿
島

●
３
日
／
弓
矢
試
射
、コ
ン
サ
ー
ト
＝
10
時
～
、櫂
練

り
踊
り
、神
輿
渡
御（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
う
）な
ど
が
行
わ

れ
、鹿
島
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
太
鼓
、伊
予
万
歳
、獅
子

舞
、餅
撒
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。＝
14
時
～
。

●
４
日
／
鹿
島
渡
船
場
大
鳥
居
前
で
、長
さ
約
45
ｍ
の

大
注
連
縄（
お
お
し
め
な
わ
）作
り
が
行
わ
れ
、お
願
い

文
を
大
注
連
縄
に
織
り
込
み
、午
後
か
ら
鹿
島
沖
の
玉

理･

寒
戸
島
の
間
に
大
注
連
縄
の
張
替
え
が
行
わ
れ
ま

す
。

●
両
日
と
も
海
上
に
て
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

お
供
船（
中
学
生
以
上
５
０
０
円
）の
運
行
あ
り
。

　
　

北
条
商
工
会
内
北
条
鹿
島
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

☎
（
０
８
９
）
９
９
３
・
０
５
６
７

へ
ん
ろ
道
体
験 

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
in
三
坂
峠

▼
日
時
：
５
月
24
日（
日
）（
予
定
）

▼
場
所
：
三
坂
峠
～
恵
原
町

●
旧
遍
路
道
を
歩
き
な
が
ら
、ご
み
を
拾
い
ま
す
。心

も
遍
路
道
も
き
れ
い
に!

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
「
四
国
へ
ん
ろ
道
」
世
界
遺
産
化
の
会　

　
　

☎
（
０
８
９
）
９
５
６
・
３
５
５
５

秋
山
好
古
展

 

『
坂
の
上
の
雲
』
の
主
人
公
の
一
人

で
あ
る
秋
山
好
古
の
人
生
を
テ
ー

マ
と
し
た
企
画
展
が
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
２
０
０
９
年
３
月

14
日
（
土
）
か
ら
２
０
１
０
年
２
月
ま

で
開
催
さ
れ
る
。

　

好
古
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
に

伊
予
松
山
藩
の
下
級
武
士
と
し
て
生

ま
れ
た
が
、明
治
時
代
に
な
っ
て
武
士

は
廃
業
し
た
た
め
、
食
べ
る
た
め
に

教
員
を
経
て
陸
軍
に
入
っ
た
。陸
軍

で
は
日
本
騎
兵
を
育
成
。日
露
戦
争

（
１
９
０
４
年
～
０
５
年
）で
、到
底
勝

ち
目
の
な
い
と
言
わ
れ
た
コ
サ
ッ
ク

騎
兵
と
互
角
に
戦
い
、勝
利
の
一
戦
で

持
ち
こ
た
え
、戦
後
は
陸
軍
大
将
ま
で

上
り
詰
め
た
。退
役
後
は
松
山
商
業
専

門
学
校
（
現
松
山
大
学
）
創
設
に
と
も

な
い
北
予
中
学
（
現
松
山
北
高
校
）
校

長
と
し
て
帰
省
。最
晩
年
の
６
年
間
を

青
少
年
教
育
に
打
ち
込
ん
だ
。

　

展
示
は
、筆
者
の
司
馬　

太
郎
さ
ん

が
「
典
型
的
な
明
治
人
」
と
し
て
と
ら

え
た
好
古
の
実
像
に
、実
物
資
料
や
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
、映
像
、イ
ラ
ス
ト
、体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で

迫
る
。（
成
松
亜
矢
子
）

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

開
館
時
間
、休
館
日
の
変
更

に
つ
い
て（
４
月
１
日
よ
り
）

毎
週
月
曜
日（
祝
日
、振
替
休
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
館
日

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
３
０
分

（
入
館
午
後
６
時
ま
で
）

好
評
開
催
中

子規の実家跡を訪ねて 子規の家は、子規が生まれた年に湊町四丁目一番地
にかわっている。市内ながら灌漑用の小川が流れて
いる。川幅二メートルほどで、中ノ川といい、石手川
のえだ川であり、水が飲めるほどにうつくしい。
　子規の正岡屋敷は南側の生垣をこの流れに映し、
東側に土塀がつづき、表門がある。敷地のひろさは
百八十坪ほどであった。 　〈『坂の上の雲』より〉

中
の
川
周
辺
に
は

『
坂
の
上
の
雲
』に
描
か
れ
た
シ
ー
ン
が
い
ろ
い
ろ
。

明
治
時
代
の「
明
る
さ
」を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

歩
い
て
み
よ
う
。

中ノ川にある子規の実家跡

	

子
規
堂

Ｓ	

こ
こ
は
子
規
が
17
歳
ま
で

	

過
ご
し
た
家
が
復
元
さ
れ
て
る
ん
よ
。

Ｍ	

そ
う
な
ん
や
～
！
子
規
が
子
供
時
代

の
勉
強
部
屋
が
あ
る
！
こ
れ
よ
く
写

真
で
み
た
こ
と
あ
る
～
！　

Ｓ	

そ
う
や
ね
ぇ
！
当
時
子
供
に
勉
強
部

屋
が
あ
る
の
は
す
ご
い
め
ず
ら
し
い

こ
と
や
っ
た
ん
や
っ
て
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
本
当
に
子
規
の
家
が
あ
っ
た
場

所
じ
ゃ
な
い
の
知
っ
て
た
？

Ｍ	

え
～
！
そ
う
な
の
!?

Ｓ	

こ
こ
が
子
規
の
お
母
さ
ん
の

	

実
家
や
っ
た
と
こ
ろ
や
～
！

Ｍ	

そ
う
な
ん
や
ぁ
！
子
規
の
家
か
ら

	

す
ご
い
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
ん
や
ね
。

Ｓ	

こ
こ
に
は
、
当
時
帝
国
大
学
生
や
っ
た

	

夏
目
漱
石
も
来
て
、
子
規
の
お
母
さ
ん
が

	

作
っ
た
松
山
鮨
を
食
べ
た
ん
や
っ
て
。

	

子
規
旧
邸
跡

Ｍ	

こ
こ
が
子
規
の
実
家
跡
や
ね
！

Ｓ	

そ
う
そ
う
。
ま
さ
か
こ
ん
な
道
路
の

	

ど
真
ん
中
に
あ
る
と
は

	

び
っ
く
り
す
る
よ
ね
～
！

Ｍ	

と
こ
ろ
で
句
碑
に
は
な
ん
て
書
い
て

	

あ
る
ん
か
な
？

Ｓ	

「
く
れ
な
ゐ
の 

梅
散
る
な
へ
に
故
郷
に

	

つ
く
し
つ
み
に
し 

春
し
思
ほ
ゆ
」

	

や
っ
て
。

Ｍ	

故
郷
松
山
の
こ
と
を
思
っ
て

	

詠
ん
だ
歌
な
ん
や
ね
。

	

井
手
神
社

Ｍ	

あ
っ
！
子
規
の
句
碑
が
あ
る

	

「
薫
風
や 

大
文
字
を
吹
く

	

神
の
杜
」。

Ｓ	

こ
こ
の
天
満
宮
は
、天
神
さ
ん
と

	

し
て
昔
か
ら
有
名
で
、祭
礼
で
は

	

字
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
っ
て

	

子
供
た
ち
が
競
っ
て
大
文
字
の

	

墨
書
を
奉
納
し
た
ん
や
っ
て
。

	

そ
れ
を
子
規
が

	

歌
に
し
た
ん
や
ね
。

Ｍ	

こ
こ
で
明
治
30
年
に
俳
誌

	

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
誕
生
し
た
ん
や
。

Ｓ	

お
金
が
な
か
っ
た
け
ん
、
地
元
の
余

り
紙
で
作
っ
た
ら
し
い
よ
！

Ｍ	
大
変
や
っ
た
ん
や
～
！

Ｓ	

夏
目
漱
石
も「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」、

	

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」を

	

こ
の
俳
誌
に
発
表
し
て
、

	

作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
し
い
よ
！

Ｍ	

こ
こ
っ
て
実
は

	

す
ご
い
と
こ
ろ
や
ん
!!

「
ほ
と
と
ぎ
す
」

創
刊
の
地

正
岡
子
規	

母
堂
令
妹
住
居
跡

Ｍ	

へ
ー
！
子
規
と
漱
石
は
学
生
時
代

か
ら
仲
が
よ
か
っ
た
ん
や
ね
！

Ｓ	

２
人
は
親
友
や
っ
た
ら
し
い
よ
。

「
広
島
神
楽
」松
山
公
演

NPO法人松山大学学生地域創造研究所Muse
☎（０８９）９２６・７１４１（松山大学温山会館内）

主
催

芝
居
仕
立
て
の
展
開
、ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
演

技
と
軽
妙
な
節
回
し
が
特
徴
で
約
10
年
前
か
ら

広
島
・
島
根
県
で
大
ブ
ー
ム
。同
地
域
に
は
現
在

約
３
０
０
の
神
楽
団
が
あ
り
、年
間
公
演
は
約

１
６
０
０
回
。つ
い
に
松
山
初
の
本
格
上
演
。

出演 上殿神楽団

迫力満点の「広島神楽」

観賞
無料

『坂の上の雲』のまち・松山 まちかど情報　ブログを開設しました！　　http://www.sakanouenokumonomachi.net/
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調査数
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40.6

34.4

43.8

25.7

36.7

23.8

21.9
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1.6

̶

0.8

07年 08年

列
席
者
を

退
屈
さ
せ
な
い
こ
と

自
分
ら
し
さ
を

表
現
で
き
る
こ
と

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

ム
ー
ド
に
な
る
こ
と

感
動
的
な
挙
式
、披
露
宴
・

披
露
パ
ー
テ
ィ
に
す
る
こ
と

あ
り
き
た
り
に

な
ら
な
い
こ
と

形
式
に
と
ら
わ
れ

な
い
こ
と

親
の
気
持
ち
や
意
見
を

大
切
に
す
る
こ
と

お
金
を

か
け
な
い
こ
と

盛
大
な
見
栄
え
が

す
る
こ
と

伝
統
を
大
切
に

す
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

（％）

挙
式
、披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
の

演
出
を
決
定
す
る
際
に
心
が
け
た
こ
と

（
全
体
／
複
数
回
答
）

2009年3月25日発行【第005号】

テ
ィ
ー
を
行
う
に
当

た
っ
て
、
そ
の
式
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
出
す
の
に
大
切
な
項

目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、

他
の
項
目
が
昨
年
度
に
比
べ
、
ほ

ぼ
横
ば
い
か
若
干
伸
び
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
注
目
し
た
３
つ
の

項
目
は
昨
年
度
に
比
べ
減
少
し
て

い
る
。こ
れ
は
、一
見
、挙
式
、披
露

宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
対
し
て
、

新
郎
新
婦
が
こ
だ
わ
り
を
あ
ま
り

持
た
な
く
な
り
つ
つ
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
の
表
れ
と
取
る
こ
と
も

で
き
る
の
だ
が
、
や
は
り
、
単
に
そ

う
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
。

　

披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
を

挙
げ
た
理
由
に
つ
い
て
の
上
位

れ
、
ど
の
演
目
も
街
で
突
如
始
ま

る
演
出
に
、
観
客
と
一
般
人
の
多

く
の
注
目
を
集
め
た
。 

　

九
州
か
ら
家
族
で
観
光
に
来

て
い
た
小
野
康
次
さ
ん
は
、「
面
白

か
っ
た
が
、
少
し
怖
か
っ
た
。イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
こ
の
道
後
温

泉
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
な
い
だ

ろ
う
」。池
内
麻
衣
さ
ん
は
、「
普
段

は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
演
じ
て
い
る

彼
ら
が
日
常
の
中
に
舞
台
を
移
し
、

歩
い
て
い
る
人
や
見
に
来
た
人
、

演
じ
て
い
る
人
全
て
を
、
ミ
ッ
ク

ス
し
た
空
間
が
と
て
も
面
白
か
っ

た
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
た
。

（
西
本
友
香
）

　

リ
ク
ル
ー
ト
は
２
０
０
８
年

10
月
29
日
、
結
婚
情
報
誌
「
ゼ
ク

シ
ィ
」
が
調
査
し
た
「
結
婚
ト
レ
ン

ド
調
査
２
０
０
８
」
の
結
果
を
発

表
し
た
。こ
の
中
か
ら
今
回
は
四

国
の
結
婚
式
事
情
に
つ
い
て
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。ま
ず
、
結

婚
費
用
は
、
平
均
４
３
５
・
８
万

円
（
前
年
度
４
４
１
・
７
万
円
）、

挙
式
、
披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ

は
３
３
０
・
２
万
円
（
前
年
度

３
３
９
・
２
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
よ
り
９
・
０
万
円
減
少
し

た
。結
婚
式
の
招
待
客
数
は
平
均

80
・
３
人
と
前
年
よ
り
５
・
７
人
減

少
し
た
が
、
招
待
客
一
人
当
た
り

の
費
用
は
過
去
最
高
の
４
・
５
万

円
と
な
っ
て
い
る
。披
露
宴
・
披
露

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
も
「
一
般
の
結

婚
式
場
」「
ホ
テ
ル
」
と
い
う
回
答

が
７
割
以
上
に
上
っ
て
い
る
。少

人
数
で
内
容
の
濃
い
結
婚
式
を
挙

和
太
鼓 

雷 

人

　

松
山
市
出
身
の
太
鼓
士
澤
田
剛

年
、
若
谷
知
代
の
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ

ト
。伝
統
的
な
和
太
鼓
に
ロ
ッ
ク

の
要
素
を
加
え
る
な
ど
、
格
好
い

い
ア
レ
ン
ジ
と
卓
越
し
た
演
奏

力
が
評
判
だ
。初
め
て
ラ
イ
ブ
に

行
っ
た
と
き
、
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
衝
撃
に
全
身
が
震
え

た
。太
鼓
の
「
魂
」
が
ず
ど
ん
と
心

の
深
い
と
こ
ろ
に
響
い
て
く
る
よ

う
だ
っ
た
の
だ
。日
本
人
と
し
て

の
魂(

ソ
ウ
ル)

を
呼
び
起
こ
さ
れ

た
…
…
!! 

と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

２
０
０
２
年
の
第
一
回
東
京
国
際

和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
も
入

賞
し
、全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
。

澤
田
さ
ん
は
松
山
の
伝
統
芸
能
、

松
山
野
球
拳
踊
り
４
代
目
家
元
。

「
和
太
鼓
が
生
み
出
す
ハ
レ
の
心

を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
想
い
を
語

り
、
20
代
の
若
谷
さ
ん
は「
人
々
の

懐
か
し
い
け
ど
新
し
い
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
サ
ウ
ン
ド

げ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

挙
式
、
披
露
宴
・
披
露
パ
ー

テ
ィ
ー
の
演
出
を
決
定
す
る
際
に

心
が
け
た
こ
と
の
上
位
を
見
て
み

る
と
、
１
位
が「
列
席
者
を
退
屈
さ

せ
な
い
こ
と
」
で
６
０
・
５
％
、
２

位
が
「
自
分
ら
し
さ
を
表
現
で
き

る
こ
と
」
で
５
９
・
８
％
、
３
位
が

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ム
ー
ド
に
な

る
こ
と
」
で
５
５
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
。更
に
、
４
位
は
「
感
動
的
な

挙
式
、披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

に
す
る
こ
と
」
で
３
６
・
０
％
、
５

位
は
「
あ
り
き
た
り
に
な
ら
な
い

こ
と
」
で
３
４
・
４
％
と
な
っ
て
い

た（
図
１
参
照
）。２
位
と
４
位
、
５

位
の
項
目
に
注

目
し
た
い
の
だ

が
、
こ
の
項
目

は
、
挙
式
、
披
露

宴
・
披
露
パ
ー

人力飛行船ソロモン

　

松
山
市
内
で
去
年
11
月
24
日
、

市
街
劇
「
人
力
飛
行
船
ソ
ロ
モ
ン

　

松
山
編
」
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、

約
45
ヶ
所
で
行
わ
れ
た
。寺
山
修

司
没
25
年
記
念
の
特
別
公
演
で
あ

る
こ
の
劇
は
、
観
光
客
や
地
元
の

通
行
人
な
ど
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

日
常
の
中
に
寺
山
の
独
特
な
世
界

観
を
再
現
し
た
。

　

大
街
道
で
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
百

年
鐘
＝
歴
史
の
蹉
跌
」で
は
、
黒
い

衣
装
に
顔
面
白
塗
り
の
姿
で
、
手

旗
信
号
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
た
。一
方
、
宝
厳
寺
や
湯

神
社
、
道
後
温
泉
本
館
で
は
、
鎌
倉

時
代
の
村
人
の
衣
装
で
「
踊
り
念

仏
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

摩
訶
不
思
議
!! 

ま
ち
を
劇
場
に

婚
式
な
の
か
と
い
う
重
要
度

が
、
昨
年
は
高
い
順
に

「
親
」
→
「
自
分
」
→
「
友

人
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、

今
年
は「
親
」→「
友
人
」

→
「
自
分
」
と
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。自

分
た
ち
が
満
足
す
る
、こ

だ
わ
り
の
結
婚
式
を
挙

げ
る
と
い
う
よ
り
も
、こ

れ
か
ら
始
ま
る
２
人
の

人
生
を
祝
福
し
に
来
て

く
れ
た
人
を
も
て
な
そ

う
と
い
う
心
が
見
え
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、親
や
親
族
、

来
て
く
れ
た
友
人
に
、
今
ま
で
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う

気
持
ち
を
伝
え
る
場
と
し
て
、
挙

式
、披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
は

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が

見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
は
、
更
に
景
気
も
悪
く
な

り
、
挙
式
や
披
露
宴
・
披
露
パ
ー

テ
ィ
ー
に
お
金
を
か
け
ら
れ
な
く

な
る
カ
ッ
プ
ル
は
増
え
て
く
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、
お
金

を
か
け
な
く
て
も
、
出
席
者
を
も

て
な
そ
う
と
す
る
心
が
あ
れ
ば
、

心
に
残
る
結
婚
式
は
可
能
で
あ
る

と
思
う
。み
ん
な
に
祝
福
さ
れ
て

こ
そ
幸
せ
な
結
婚
生
活
が
ス
タ
ー

ト
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
亀
井
雅
子
）

道後温泉本館前で行われた「踊り念仏」

学生バイト先のファッションスタイルを調査&大公開!!!!
制服からお店情報まで知った上でたずねてみるのも、
また違った味わいが楽しめるのでは…☆　（高橋佐弥、西本友香、池田千比呂）

MISSION!

Q1.おすすめメニューは？
Q2.バイト歴
Q3.お店のアピールポイント
Q4.制服のチャームポイント

アンケート

デ
ー
タ
で
見
る
松
山
若
者
気
質
Ⅴ

学生バイトすたいる２００９

心
に
響
く
空
間
を
創
り
出
せ
る
こ

と
が
和
太
鼓
の
魅
力
。ぜ
ひ
同
世

代
の
方
に
も
挑
戦
し
て
欲
し
い
」

と
瞳
を
輝
か
せ
た
。(

成
松
亜
矢

子)

ミッション!!

NPO法人松山大学学生地域創造研究所Muse（ミューズ）　[理事長]金村毅　「まちづくり!! まつやま新聞」制作チーム●高橋佐弥（編集長）、岡田未沙（編集長・イラスト）、亀井雅子、成松亜矢子、西本友香、池田千比呂　　　学生スタッフ募集中!!

HEAVENS　KITCHEN
楠木啓太さん（19）【写真左】
Q1.石焼オムライス
Q2.5ヶ月
Q3.従業員や雰囲気のよさ。
Q4.黒と白でシンプルなところ。

居酒屋土間土間
上村麻由美さん（19）【写真中】
Q1.土間チチきな粉＆黒蜜。ち
ーずもち。秘密のメニュー。豚し
そ。土間クレちょこばなな
Q2.7ヶ月
Q3.お客様との距離が近く楽し
い居酒屋です!!料理・ドリンクの
提供も早くおいしい。
Q4.しっくり黒で決めてます。

晴れたり曇ったり
香川さとしさん（20）【写真右】
茂﨑達司さん（19）【写真左】
Q1.エビマヨ和え。帆立わさび
Q2.1年ちょっと
Q3.活気のある楽しいお店です。
Q4.落ち着いた雰囲気だけど動きや
すいところ。

たべもの市場
武智正浩さん（19）【写真右】
栗田涼香さん（19）【写真左】
Q1.トリ皮サクサク
Q2.7ヶ月
Q3.にぎやかなところと、乾杯の音頭です。
Q4.シンプルでチョーイケてます。

ベティークロッカーズ一番町店　	
シエル・ド・フェリブル
宮田真衣さん（21）
Q1.スイーツパレット。ケーキ2種＋ドリ
ンク＋焼き菓子付で1000円です。
Q2.2年3ヶ月
Q3.1人でも気軽に入れるお店です。落ち
着いた雰囲気で、何時間でもお茶したく
なります。カップルにもオススメです。
Q4.とっても女の子らしくてかわいい制
服です。

ベティ・クロッカーズ・	
クラブ大街道
福島大倫さん（20）
Q1.質も量もgoodなケーキ全般がオススメです。
Q2.5ヶ月
Q3.広い店内でゆったりとした時間をお過ごしいただけます。内装はアンティーク調、週末にはジャズの生演奏もあります。
Q4.黒のエプロン。店の雰囲気に合いかっこいいです。

不思議な森のカフェ

ｋａｎａさん（18）

Q1.とろとろ卵のオムライス

Q2.9ヶ月
Q3. ランチ・カフェ・ディナ

ー・バー

いろいろな時間が過ごせます
。

Q4.クラシックな洋装。大
きなリボ

ンがかわいい。

ぎやまんカフェダイニング
山田敬介さん（20）
Ｑ1. 愛媛みかんジュースを使っ
たノンアルコールカクテル。そ
してボクのつくるカプチーノ。
Ｑ2.11ヶ月
Ｑ3. 幻想的な庭 !
Ｑ4. 純潔の白っ !!

ぎやまんカフェダイニング
一関理江さん（21）
Q1. 全部 !! しいて言うならペ
ッシェ（愛媛の地魚の炭火焼）
Q2.10ヶ月
Q3. 落ち着いた空間とイルミネ
ーション。素材の良さを生かし
たイタリアン
Q4. オレンジのネクタイ

ＨＡＲＵＮＡ
ＳＨＩＮＧＯさん（20）
Ｑ1. 白ワインの香り豊かなペス
カトーレ。有頭海老のフリット
Ｑ2.1 年半
Ｑ3. 内装がオシャレ☆スタッフ
がみんな仲良しなトコです!!
Ｑ4. えりを立ててビシッと着る
黒シャツ ! 個性が光る着こなし
ができます☆

アジアンカフェ・ロータス
藤川奈実さん（19）
Q1.石焼ナポリタン
Q2.9ヶ月
Q3.バリに来たような癒しの空
間とアジアン雑貨
Q4.まきズボンのすそがヒラヒ
ラするところ。制服がお店の雰
囲気とMatchしてます★
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親
・
親
族
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め

親
・
親
族
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め

友
人
な
ど
親
・
親
族
以
外
の
方
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め

以
前
か
ら

あ
こ
が
れ
て
い
た
た
め

友
人
な
ど
親
・
親
族
以
外
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め

ゲ
ス
ト
に
自
分
た
ち
の
姿
を

見
て
欲
し
か
っ
た
た
め

け
じ
め

な
の
で

自
分
た
ち
が

楽
し
む
た
め

親
・
親
族
に

勧
め
ら
れ
た
か
ら

す
る
の
が

当
た
り
前
だ
か
ら

ゲ
ス
ト
に
自
分
た
ち
が
結
婚
す
る

こ
と
を
自
慢
し
た
か
っ
た
た
め

周
囲
の
意
向
で

仕
方
な
く

親
族
以
外
の
会
社
関
係
の

方
等
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

宗
教
上
の

儀
式
の
た
め

そ
の
他

無
回
答

（％）

披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
を
し
た
理
由

（
披
露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
実
施
者
／
複
数
回
答
）

「
ハ
デ
婚
」や「
ジ
ミ
婚
」な
ど
、
結
婚
式
は
社
会
の
経
済
状
況
に
そ
の
形
態
を 

左
右
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
。不
景
気
の
こ
の
ご
時
世
、質
素
な
結
婚
式
が

多
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
ゼ
ク
シ
ィ
が
行
っ
た
結
婚
ト
レ
ン
ド
調
査
か

ら
は
、
意
外
な
結
果
が
見
え
て
き
た
。今
回
は
、
最
近
の
結
婚
式
の
ト
レ
ン
ド

を
追
い
、今
後
結
婚
式
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
み
る
。

定期演奏
道後温泉坊っちゃん広場
4月～9月 20:30～21:00(火曜休)。

道後館ロビー(松山市鷺谷)。
5月1日～6日・8月1日～23日

（木曜～日曜）21:00～21:30 

○和太鼓澤田教室 ホテル奥道後にて開催中
※詳しくはインターネット、「和太鼓 雷人」で検索

の
解
答
を
見
て
み
る
と
、
１
位
が

「
親
・
親
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
」
で
６
３
・
６
％
、
２

位
が
「
親
・
親
族
に
喜
ん
で
も
ら

う
た
め
」
で
５
５
・
２
％
、
３
位
が

「
友
人
な
ど
親
・
親
族
以
外
の
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
」で
５
０
・
５
％
、
４
位
が「
以
前

か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た
た
め
」
で

４
５
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
２

参
照
）。

　

こ
こ
で
こ
の
項
目
の
昨
年
度
の

ラ
ン
キ
ン
グ
と
比
較
し
て
み
る

と
、
今
年
と
昨
年
と
で
は
、
３
位
と

４
位
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ

る
。更
に
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

招
待
客
一
人
当
た
り
の
費
用
は

４
・
５
万
円
と
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
る
。つ
ま
り
、
誰
の
た
め
の
結

図1

図2


